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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 44,48 44,93 +0,45 46,56 -1,63

USD / BRL Spot BRL 2,2486 2,2524 +0,0038 2,1277 +0,1247

USD / JPY Spot JPY 100,04 101,20 +1,16 99,06 +2,14

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 45.763 45.210 -553 52.799 -7.589

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 204,3 215,0 +10,7 153,3 +61,7

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,16 11,07 -0,09 9,88 +1,19

DI Future Jan14（金利先物） % 8,87 8,82 -0,05 8,50 +0,32

3 Months US Dollar Libor % 0,271 0,270 -0,001 0,274 -0,004

CRB Index（国際商品指数） Index 281,8 280,7 -1,1 286,0 -5,3

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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Indicator Unit 7月4日

金曜日の為替相場は、当日発表された米国雇用統計が市場予想を上回ったことから、量的緩和縮小
早期化の可能性が更に高まりドルが他通貨に対し上昇する展開となりました。レアルについても、
朝方の中銀による介入（ドル売りSW入札）にも関らず、対ドルで前日比0.2％レアル安の2.2524で
引けました。金曜日発表された6月のインフレ率（IPCA）は、前月比0.26％と5月実績0.37％、マーケット
予想の0.33％よりも低いものでしたが、中銀発表のアナリスト予想値では依然本年年間見込みは政府
目標上限の6.50％を上回る6.70％となっております。但し、7/10（水）の中銀金融政策会合での
利上げ幅は、6月実績発表を受けて0.75％の予想する向きは少数派となり、0.50％の予想が大半と
なっております。

一方で米国の量的緩和縮小観測は、中国経済の不透明さと共にブラジル株式相場にも大きく影響を
与えています。米国におけるグッド・ニュースがブラジル相場におけバッド・ニュースであることは皮肉な
連鎖ではありますが、海外投資家のモメンタムの移行時期であることは間違いないでしょう。また、
中国で報じられている信用収縮が同国経済に与えるインパクトを懸念して、中国向け輸出比率の
高い食糧、銅などの銘柄が特に下げています。金曜日のBovespaは前日比1.2％下げ、45,210ポイント
で引けています。
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